
グルーオン融合によるヒッグス粒子の生成
g

文献[1]・教科書[2] によれば
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ここでΓはH->gluon+gluonの崩壊幅で右図のようにtop quarkのループの寄与が主で
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Form factor |I|2

で与えられる。αS はQCD 結合定数。代入すると
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